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南海トラフ「臨時情報」とは？
• ２０１９年５月３１日から運用開始
• それまでは「東海地震の警戒宣言」
• 講演者も委員として参加した「内閣府・南海トラフ沿いの⼤規模地震の
予測可能性に関する調査部会」の結論を受け、この仕組みが考えられた

• 内閣府委員会の結論 ー＞ 確度の高い予測は困難

• メディア的はこれを「地震予知は不可能」と報道した
• 実は臨時情報は解除されていない！
• さらに「巨大地震警戒」という情報は実際には意味がない

当時の内閣府
委員会メンバー
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１９６５年から続いた国の地震予知計画（１次～７次）で分かったこと

予知研究はここ１５年で格段に進歩

・破壊核の物理
・摩擦構成則を考慮したシミュレーション

・観測技術の飛躍的進歩（ＧＰＳ，３成分歪計など）
ゆっくり地震（スローイベント）等の理解

・AIを含むデジタル技術の革命的な進歩
・東日本大震災が多くの新しい知見をもたらす

電離層観測

前兆（前駆的現象）は小さい
前兆現象の発現メカニズムが不明である

地震は複雑な現象である
－＞ 前兆探しでは予知は出来ない

－＞ 地震サイクルの完全な理解を目指そう！
－＞ モデルを作りシミュレーションをしよう！

しかし実際には前兆さがしなどやってはいなかった！

本当は従来の予知研究の進め方の欠陥を反省すべきだったのだ

しかし，これには地震予知学とも言うべき新しいサイエンスの樹立が不可欠
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新しいサイエンスの基本は

地震予知学は総合的な新科学だという事を認識する事
から始まる．

世界的にも，日本でもその認識が徹底していない．

必要なのは地震発生前の地震科学

すでに発生した地震の研究をする（狭義の）地震学だけでは
まだ起きていない地震のことが分かる道理がない

地震予知＝地震発生初期現象学＝破壊の物理学
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長期および中期予測

短期（直前）予知

統計的にしか言えない

地震サイクル（全過程）が理解できても実用的な精度で発生時期を

予測する事は極めて困難が予想される．

破壊（すべり）に向けての非可逆的プロセスが開始
前駆的現象（先行現象の観測）が必要

地震予知 ｖｓ．火山噴火予知

防災上はM７クラス以上

活動終息の予測

“理解”することと“予測”すること

いつ終わるか？

どこにいつ発生するか？地震

火山

今後３０年以内に発生する確率は１４％（糸魚川ｰ静岡構造線）
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令和６年能登半島地震の衝撃

• ２０２４年１月１日，１６：１０発生
• 気象庁マグニチュード7.6 (M JMA)
• 地震の実際の大きさ（エネルギー）を表すモーメン
トマグニチュードでは Mw=7.5と報告されている）
• 実際には、日本で発生した内陸活断層型の地震
としては過去最大と言われている1891年の濃尾
地震に匹敵

• 中長期的（１０年オーダー）にみれば、南海トラフ巨
大地震の先行現象
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結果として、観測史上最大級の内陸活断層型地震であった
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南海トラフ巨大地震

• 南海トラフ巨大地震発生４０年位前から内陸での
地震活動が活発になる

• この現象は安政南海トラフ地震でも、昭和の南海
トラフ地震でも確認されている

• 現在、仮説として南海トラフ巨大地震の発生時期
として2035年とか2038年説が公表されている（誤
差は±５年程度）

政府が３０年以内の発生確率を毎年公表（長期予測）
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西南日本で超巨大地震は発生するか？

• 西南日本では、古文書の記録により紀元６８４年
以降の東海地震の記録が存在する

－＞ この事が逆に研究を阻害していた可能性がある

• 少なくともこの期間では１７０７年の宝永の東海地
震が史上最大

• しかし、地形学的には過去７,０００年間で４回の超
巨大地震が発生していた可能性が指摘されている

• 次の東海地震は超巨大である可能性が指摘され
ている  
ー＞ スーパーサイクル地震
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0年
前
歴史書に記録のある
南海トラフ⼤地震

（最古684年白鳳地震＠飛鳥時代）

M8
政府の想定

M9以上

政府の想定外

南海トラフのスーパーサイクル地震
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南海トラフの巨大地震

• 確実に発生
• 甚大な被害、対応力不足 32万人、220兆円、240万棟
• インフラ・ライフライン途絶 電力・燃料・エネルギー不足

• 膨大な帰宅困難者・避難者 食料品・飲料水・生活物資不足

• 国民の半分が被災 対応力の圧倒的不足

• IT化された近代都市が初めて被災
• 人口減、多大な債務、復旧・復興の長期化、孤立集落
• 複合災害＝揺れ＋津波＋火災 誘発地震、噴火、風水害

国の衰退（政府の財政破綻）

国難を回避するため、産官学の総力結集が必要
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これまでの”大震災”

• 関東大震災（１９２３年） 火災による被害
• 阪神淡路大震災（１９９５年） 建物倒壊による被害
• 東日本大震災（２０１１年） 津波による被害

次の南海トラフ巨大地震（西日本大震災？）

津波＋建物倒壊＋火災
すべてやってくる！
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富士山，箱根は？

• もちろん立派な活火山
• 富士山は人間で言えば２０歳ぐらい
• 現時点では顕著な活動変化なし
• 実は2011年の東日本大震災後は極めて危ない状況であった
• 特に３月１５日に富士宮市で震度６強を記録した“静岡県東部地
震（M6.4）”は富士山の山体崩壊の引き金になりかねなかった
• 最近で最大のものは約2900年前に発生した御殿場岩屑なだれ
• 富士山は近い将来１００％噴火する
• 箱根大涌谷も活動的に
－＞ 富士も箱根も桁違いの人的被害となる可能性が高い
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現在の富士山では山梨県側で火山性地震が発生
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最近では2000年と2011年（東⽇本⼤震災後）に噴⽕の危機
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関東⼤震災から100年経過

• １９２３年９月１日 M7.9
•火災による多くの死者
•火災旋風がその原因と言われている
ー＞ 本講演で最新の知見を紹介

ー＞ 南関東ガス田の存在
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⼤正関東地震(1923)と安政江⼾地震(1855)の
⽕災発⽣の類似点 
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関東地方の地下には「南関東ガス田」というメタン貯留槽が広く分布

2007年には渋谷の温泉施設（スパ）で爆発事故、３名が死亡
2005年にも九十九里いわし博物館で爆発事故、２名が死傷

首都圏では地下水組み上げ規制により、地下水のみならずメタンも大量に蓄積されている！
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関東大震災では鉄や白金が
溶けていた！
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能登半島地震における輪島の
大火災の原因は？！
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上：南関東ガス田の分布と、
過去の爆発事故の地点

右：関東大震災と1855年安政
江戸地震の出火場所

小さな炎が関東大震災の出火地点
楕円で囲った部分が1855年の地震
大きな炎は関東大震災でガスの
噴出が目撃されている地点
被服廠跡でも目撃されていた
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地下天気図®とは

• 地震活動を天気図の低気圧，高気圧になぞ らえて視
覚的に表現したもの

•天気概況に相当
• 低気圧とは相対的に地震活動が低下（静穏化）してい
る事（図上では青色で示される）

• 高気圧とは相対的に地震活動が活発化して いる事
（図上では赤色で示される）

• 将来の地震は青色の領域の中心より端の部分で発生
する事が多い

• 一般に青色の部分が消えた後（静穏化が終了した
後）に地震が発生する可能性が高い 
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DuMA
地下天気図 等で検索

最近の地下
天気図

（２０２５年１１月３日
のDuMAニュースレ
ターで紹介）
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１０月２７日のニュースレター
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大阪北部地震とは
(2018年6月18日， M6.1)

• マグニチュード自体はそれほど大きくなかった
• ブロック塀の倒壊により、通学中の小学生が死亡
• 西日本では、南海トラフのマグニチュード８クラス
の地震の数十年前から内陸地震活動が活発化

• 関西地方で明瞭な地震活動静穏化が見られた
• 実は紀伊水道で静穏化と同期する“ゆっくり地震”
が発生していた

ー＞南海トラフの巨大地震が発生した後には、南
海トラフ巨大地震の先行現象の一つであったという
事になるはず
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大阪地震前の
アニメーション
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大阪北部地震発生当日
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地震学の常識を覆えす発見が
３１１でなされた！

• 従来の地震学では、巨大地震に必ず先行する前兆現
象は存在しないと考えられていた

• ところが地震前の数十分〜１時間ほど前にいまのとこ
ろ１００発１００中で現れる異常が発見された

• それは電離層電子密度の異常だった！
• GPS観測網が配備されてからのマグニチュード８を越
えるすべての大地震でその１時間〜数十分前に必ず
発生している現象が存在する事が示された（現在１９
発１９中）

• このような事が偶然に発生する確率は非常に厳しく見
積もっても0.119=0.0000000000000000001となる
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地震現象はごく地球表面付近で発生している
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ＧＰＳ衛星による全電⼦数の直前異常(Heki, 2011)
Positive TEC anomaly precedes the earthquake

１分前２０分前１時間前

Satellite 15
地震学の常識を覆す大発見！
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これまで1６個の地震で同様な異常を観測
(Mw7.7-9.2) 検出率 : 16/16=100%!
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『巨大地震列島』
長尾年恭（ビジネス社）
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ご静聴ありがとう
ございました
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